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SSMMFF宝宝船船展展２２００２２２２「「くくももををたたががややすす」」アアワワーードド結結果果報報告告 

SMF 宝船展２０２２「くもをたがやす」では新たな試みとして、ご来場いただいた皆さまに気になる作品へ
投票をしていただくアワードを開催しました。この試みは単にベスト１を決めるという趣旨ではなく、得られた

データを基に来場者の年齢や属性（来場のきっかけ等）による観点の違いを分析し、来場者がどのように展覧会

を楽しんだのかを紐解いてみよう、という試みです。最終的な来場者 476名のうち 121名の方に投票していただ
きました。簡単ではございますが以下に集計結果をまとめましたのでご報告いたします。

投票総数 121（来場者の 1/4）件の内訳は、女性 68名、男性 52名、その他１名で、（図 1）に「性別」と「来
場のきっかけ」の相関をまとめてみました。来場のきっかけは「友人」と「関係者」の合計が男女ともに約半数

を占め、チラシやWebといったメディアより大きく上回っていました。ちなみに「その他」の内訳は、「企画展
を見に来て」や「他の展示のついで」、「たまたま」等、フリーの来場者であることが明らかとなりました。
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作品への投票と年齢との相関を示したものが（図２）となります。作品への投票は複数回答を可としましたの

で投票総数が計 224件となっています。
作品への投票は、⑪SYUTA（三友 周太）氏の「耕雲機 Cloud Cultivator」」を 1位として、⑥加藤こどもの
造形教室の「『SOS ぜつめつみき』『その実り』」が 2位、⑩社会芸術／ユニットウルスの「野良の藝術 2021：
evolve さぎ山の現場『鎮魂と再起』」が 3位と続きました。全体的な傾向としてはバランスよく多数の年齢層か
ら支持を集めた作品が上位にランキングされましたが、一部の作品が高い年齢層を中心に支持を集めたり、逆に

若い年齢層の支持が中心となる作品があったりなど、作品ごとに支持層に違いがあることが明らかとなりました。

ぜひ二つの図表をご確認いただき、ご自身の作品に寄せられた声に耳を傾けていただければ幸いです。

図 （※①〜㉖の作品番号を の資料「出展者、作品名一覧」と照らし合わせてご確認ください）
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図 2（※①～㉖の作品番号を表紙裏面の資料「出展者、作品一覧」と照らし合わせてご確認ください）
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SMF宝船展 2022「くもをたがやす」アワード 入賞者一覧
1位 「多くの人を楽しませたで賞」 「耕雲機 Cloud Cultivator」  SYUTA（三友周太）
2位 「子どもたちと頑張ったで賞」 「SOS ぜつめつみき」、「その実り」　加藤典子＋加藤こどもの造形教室
3位 「仲間と力を合わせたで賞」 「野良の藝術 2021：evolve さぎ山の現場『鎮魂と再起』」
　   社会芸術／ユニットウルス（奥田祥吾） （ユニットウルスのプロジェクト報告展示、ダンスパフォーマンス：蒼浩人、環境カフェ：多田満）
4位 「色々な空が美しかったで賞」 「コロナと空、人」　内野知樹
5位 「美しい景色だったで賞」 「車のある風景」　M.HONDA
6位 「凄い超絶技巧だったで賞」 「ワークショップ《風景の外側に集う虫たち》」　矢花俊樹
7位 「完成して良かったで賞」 「Collective Projection 2022」　東京電機大学 作曲・音楽文化研究室（菅原聖秀）
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■■ 幼年期幼年期（PRE SMF 時代）（PRE SMF 時代）
2002 年 ヒアシンスハウスをつくる会、発足
2004 年 ヒアシンスハウス竣工
2006 年 さいたまアート懇話会
2007 年 さいたまアートフォーラム研究会

■ 少年期
2008 年度 SMF 発足

  平成 20 年度 文化庁「芸術拠点形成事業」（ミュージアムタウン構想の推進）
   LINK! ミュージアムからアートの風を !!「風の記憶」…… アート竜巻フェスタ 2008

2009 年度 平成 21 年度 文化庁「美術館 ･ 博物館活動基盤整備事業」平成 21 年度 文化庁「美術館 ･ 博物館活動基盤整備事業」
   SMF アートのわっ！「風の行方」…… あつまれアートのつむじ風 2009SMF アートのわっ！「風の行方」…… あつまれアートのつむじ風 2009

2010 年度 平成 22 年度 文化庁「美術館 ･ 歴史博物館活動基盤整備支援事業」文化庁「美術館 ･ 歴史博物館活動基盤整備支援事業」
   交差する風 織りなす場「風の軌跡」…… SMF アート楽座 ･ アートバンク 2010交差する風 織りなす場「風の軌跡」…… SMF アート楽座 ･ アートバンク 2010

2011 年度 平成 23 年度 文化遺産を活かした観光振興・地域活性化事業（ミュージアム活性化支援事業）平成 23 年度 文化遺産を活かした観光振興・地域活性化事業（ミュージアム活性化支援事業）
   Saitama Art Platform 形成準備事業「つながる Heart Art」Saitama Art Platform 形成準備事業「つながる Heart Art」

2012 年度 平成 24 年度 文化遺産を活かした観光振興・地域活性化事業（ミュージアム活性化支援事業）平成 24 年度 文化遺産を活かした観光振興・地域活性化事業（ミュージアム活性化支援事業）
   Saitama Art Platform 形成準備事業「ひろがる」Saitama Art Platform 形成準備事業「ひろがる」
■　青年期

2013 年度 SMF の組織化
   （会則の作成、会員の会費による運営、フォーラムの開催とフォーラムの決議による運営）（会則の作成、会員の会費による運営、フォーラムの開催とフォーラムの決議による運営）

2014 年度 平成 26 年度 地域と共働した美術館 ･ 歴史博物館創造活動支援事業平成 26 年度 地域と共働した美術館 ･ 歴史博物館創造活動支援事業平成 26 年度 地域と共働した美術館 ･ 歴史博物館創造活動支援事業
   あなたとどこでもアート「小さな家プロジェクト」あなたとどこでもアート「小さな家プロジェクト」あなたとどこでもアート「小さな家プロジェクト」( 衣 ･ 食 ･ 住をテーマにした 3 年計画の初年　「住」)

  　　「アート長屋」建設　　「アート長屋」建設
   　　「アートのまつり」開催

2015 年度 平成 27 年度 地域の核となる美術館 ･ 歴史博物館支援事業平成 27 年度 地域の核となる美術館 ･ 歴史博物館支援事業
   あなたとどこでもアート「着がわりプロジェクト」あなたとどこでもアート「着がわりプロジェクト」( 衣 ･ 食 ･ 住をテーマにした 3 年計画の２年目「衣」)
   　　「アート長屋」入居開始

  　　「宝船展Ⅰ」開催
2016 年度 平成 28 年度 地域の核となる美術館 ･ 歴史博物館支援事業平成 28 年度 地域の核となる美術館 ･ 歴史博物館支援事業

   あなたとどこでもアート「おかわりプロジェクト」あなたとどこでもアート「おかわりプロジェクト」（衣 ･ 食 ･ 住をテーマにした 3 年計画の最終年「食」）
   　　「宝船展Ⅱ」開催

  さいたまトリエンナーレ 2016 に参加
   　　「SMF 学校」運営
■　成年期成年期

2017 年度 組織化された SMF の自立した活動の初年組織化された SMF の自立した活動の初年組織化された SMF の自立した活動の初年
  　　「宝船展 2018 ＠ MOMAS」開催　　「宝船展 2018 ＠ MOMAS」開催

2018 年度 親ばなれして自立しようとすれば、それなりに忙しい。親ばなれして自立しようとすれば、それなりに忙しい。親ばなれして自立しようとすれば、それなりに忙しい。
   　　大宮アートフェスティバル 2018 で ｢ＳＭＦアートパーク」開催大宮アートフェスティバル 2018 で ｢ＳＭＦアートパーク」開催
   　　入間市博物館では SYUTA（三友周太）さんのワークショップに柴山さんの　　入間市博物館では SYUTA（三友周太）さんのワークショップに柴山さんの　　入間市博物館では SYUTA（三友周太）さんのワークショップに柴山さんの
   　　「電子音響ピープル」、北浦和の商店街に光るきたうらワンが　　「電子音響ピープル」、北浦和の商店街に光るきたうらワンが　　「電子音響ピープル」、北浦和の商店街に光るきたうらワンが
   　　現れたり、ハロウィンで「変身★自分仮面を作ろう」等々々………
  　　　  　　「宝船展 2019 ＠ MOMAS」開催　　　  　　「宝船展 2019 ＠ MOMAS」開催

2019 年度 埼玉県立近代美術館「MOMAS のとびら」参加埼玉県立近代美術館「MOMAS のとびら」参加
  　　「フワリつばさで鏡の国を飛んでみよう」　　「フワリつばさで鏡の国を飛んでみよう」
  　　「美術館に象が遊びにきたゾウ！」　　「美術館に象が遊びにきたゾウ！」

   　　「化石発掘★簡単鋳造で古代の生き物をつくろう！」　　「化石発掘★簡単鋳造で古代の生き物をつくろう！」
   　「きたうらわアートウィーク 花 ･ 花 ･ 花」（北浦和西口ハッピーロード・ふれあい通り）参加　「きたうらわアートウィーク 花 ･ 花 ･ 花」（北浦和西口ハッピーロード・ふれあい通り）参加
   　さいたま国際芸術祭 2020 公募プログラム「SMF 宝船展 2020」開催　さいたま国際芸術祭 2020 公募プログラム「SMF 宝船展 2020」開催
   　　宝船展 ON THE NET/ 宝船展 ＠雲をつかむ / 宝船展 ＠ MOMAS　　宝船展 ON THE NET/ 宝船展 ＠雲をつかむ / 宝船展 ＠ MOMAS

　　　　（宝船展 ＠ MOMAS はコロナ禍による埼玉県立近代美術館閉館により中止）　　　　（宝船展 ＠ MOMAS はコロナ禍による埼玉県立近代美術館閉館により中止）
2020 年度 令和 2 年度オール埼玉で彩る文化プログラム公募事業「SMF with コロナ」開催 令和 2 年度オール埼玉で彩る文化プログラム公募事業「SMF with コロナ」開催 

  　　アート寺子屋 / アート井戸端 / 宝船展＠アート長屋　　アート寺子屋 / アート井戸端 / 宝船展＠アート長屋
   「宝船展＠ MOMAS2021」（くもをつかむ）開催「宝船展＠ MOMAS2021」（くもをつかむ）開催

2021 年度 令和 3 年度オール埼玉で彩る文化プログラム公募事業
   　　「SMF アートコロニイプロジェクト - ヒアシンスハウス編」開催
   「宝船展＠ MOMAS2022」（くもをたがやす）開催

SMF履歴書

1. 浅見俊哉「アートコロニイ トークン」、「本音会議2022」 p2～3、56
2. 石﨑幸治「多視点風景写真 錯視陶器」 p4～5、56
3. 石上城行「石上城行 3年計画」、「自在式時間移動機 宝船展 2022バージョン」 p6～7、57
4. 内野知樹「コロナと空、人」 p8～9、57
5. 小川真紀子「月の兎」 p52～53、61
6. 加藤こどもの造形教室「その実り」  加藤典子＋加藤こどもの造形教室「SOSぜつめつみき」 p10～13、57、63
7. かわにしすみえ「無題」 p14～15、57
8. Hitomi Sato（佐藤仁美）「ENN」 p16～17、57
9. シミズフローラルデザインスクール（清水和乃）「生生流転」 p18～19、58
10. 社会芸術／ユニットウルス（奥田祥吾）「野良の藝術2021：evolve さぎ山の現場「鎮魂と再起」」
　  ユニットウルスのプロジェクト報告展示、ダンスパフォーマンス：蒼浩人、環境カフェ：多田満 p20～23、63
11. SYUTA（三友周太）「耕雲機 Cloud Cultivator」 p24～25、58、62
12. suzu「What color do you care about ？」 p26～27、58
13. 田中清隆「遊影装置」 p28～29、59
14. 東京電機大学 作曲・音楽文化研究室（菅原聖秀）「Collective Projection 2022」 p30～31、59
15. 中村元「写真 中村元の世界 淵・秋（ヒガン花と瀧の多重合成）」 p32～33、59
16. 西尾路子「羽が欲しく手」（エントリーシートのみ、作品展示なし） p34～35、58
17. 根岸和弘「花咲かアートさん－2」 p36～37、59
18. はたみき「言葉も一緒に食べているんだ。」、「「の」が休んでいます。」 p38～39、60
19. 菱田祐一郎「RECORD_T41」 p40～41、60
20. 平本仁一「空とくもとそこから感じるもの」 p42～43、60
21. 藤井香「負の心持ちも 耕作すれば ダンスのはじまり」（ダンス出演：「退屈」松元日奈子、
     「お伺いまで」小関有希、「人間をやめるとすれば冬の鵙」藤井彩加） p44～45、60
22. M.HONDA「車のある風景」 p46～47、61
23. 三村豊子「樹氷原の中で」 p52～53、61
24. みゃうか「つのをむく」 p48～49、61
25. 矢花俊樹「ワークショップ《風景の外側に集う虫たち》」 p50～51、61
26. 山口素子「星はいつも静かにささやいている」 p52～53、61

出展者「作品（プロジェクト、パフォーマンス）名」一覧（50音順、敬称略、末尾は掲載ページ）
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表 2 表 3

2022.3.16㊌→20㊐宝船展
くもをたがやす

埼玉県立近代美術館 地階一般展示室1

SMFアートの宝船展 2022「くもをたがやす」記録集
発行：SMF（サイタマミューズフォーラム）
　　 http://www.artplatform.jp （SMFホームページ）
　　 http://www.artnagaya.jp （SMFアート長屋）
編集：中村誠
デザイン・印刷：有限会社アームズ（中村隆）
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SMFアートの宝船展 2022「くもをたがやす」を終えて
　あらためて履歴書を読み返してみると、第１回目が開催されたのが６年前、その後毎年の恒例となったSMFのアンデ
パンダン展がこの「宝船展」です。当初は会場となる埼玉県立近代美術館の一般展示室が空きがちな正月明けに行わ
れていたのでこの名前で始まった展覧会でしたが、近年では年度末に時期を移し、その年度の集大成を翌年度に運ぶ
「宝船展」として定着する様子です。コロナ禍のために一度は中止となって年を越した昨年は浮かんだ雲に夢を描く「く
もをつかむ」がテーマとなり、その夢がさらに成長するように、今回は「くもをたがやす」がテーマに選ばれました。多士
済々の出展者による多種多様なアートを、会場であるいはこの記録集でご堪能いただけたでしょうか。

　「宝船展」にはその前身があります。それが「SMFさんなすび展」で、提案されたアートプロジェクトのアイディアから
アートの専門家同士が結びつき、その協働から起こる思いがけない化学変化が期待された企画だったと56頁で語られ
ていますが、その期待が「エントリーシート」に、そしてこの「宝船展」へと継承されてきています。

　いま専門家同士と筆を滑らしましたが、生業かどうかに拘わらずアートプロジェクトの夢を追う者は総てアートの専門
家です。専門家にはプロフェッショナルとスペシャリストの二様があり、プロフェッショナルは神から信託され専門知識
を駆使する専門家、アートの表現者同士が作品を通して巡り会うときには、外なる神か内なる神かはともかく、プロ
フェッショナルとしての協働になるのだろうと思います。

　一方、知識や技術の専門性をよりどころにするのがスペシャリストです。その知見で下支えする協働の形もあるはず
で、今回の「宝船展」ではその成果が大いに発揮されました。

昨年から長野恒さんが会場のレイアウトを引き受けて下さっています。建築家の長野さんは大手デパートの設計部長
の経験から、こうした会場設営がお手のもの、昨年は入口にアイストップとなる壁面を工夫し、今回はさらにその背後に
筋違いに配した壁で独特の展示空間をデザインされたのです。その構成に呼応した作品キャプションと出展者の名札は
中村隆さんのデザインと、会員らによって耕されワンランクアップした「宝船展」が開催できたと自慢してもいいでしょう。

　そして「宝船展」は来年も。成年期でいっぱいになった履歴書をめくると、現れるのは盛年期か壮年期かあるいは熟
年期か、くもをたがやした次の頁にはどのような協働が記されてゆくのか、お楽しみはこれからも続きます。

三浦清史（SMF代表）

SMFアートの宝船展 2022「くもをたがやす」
会期：2022年3月16日～20日
会場：埼玉県立近代美術館 一般展示室1
主催：SMF（サイタマミューズフォーラム）
共催：埼玉県立近代美術館
会場レイアウト：長野恒

SMFアートの宝船展 2022「くもをたがやす」ワーキンググループ
浅見俊哉、石上城行、植森侑子、加藤典子、かわにしすみえ、柴山拓郎、長野恒、
中村隆、中村誠、菱田祐一郎、藤井香、丸藤晃代、三友周太、三浦清史

SMFアートの宝船展 2022「くもをたがやす」会場イベント
3月16日（水）～18日（金）
　藤井香チーム ダンスパフォーマンス「負の心持ちも 耕作すれば ダンスのはじまり」公開リハーサル
　（16日・17日「退屈」松元日奈子／18日「退屈」松元日奈子、「人間をやめるとすれば冬の鵙」藤井彩加）
3月19日（土）
　社会芸術／ユニット・ウルス＋多田満「環境カフェ」（Zoom併用）第1回
　蒼浩人ダンスパフォーマンス「見沼の笛」第1回（協力：石引康子）
　藤井香チーム ダンスパフォーマンス「負の心持ちも 耕作すれば ダンスのはじまり」公開リハーサル
　（「退屈」松元日奈子、「お伺いまで」小関有希）
　SMF「くもをたがやす：トーク＆ラウンドテーブル」第1回
　浅見俊哉・渡辺範久「本音会議」
　菱田祐一郎プロジェクションパフォーマンス
3月20日（日）
　社会芸術／ユニット・ウルス＋多田満「環境カフェ」（Zoom併用）第2回
　蒼浩人ダンスパフォーマンス「見沼の笛」第2回（協力：立松節子）
　藤井香チーム ダンスパフォーマンス「負の心持ちも 耕作すれば ダンスのはじまり」全３プログラム上演
　（「退屈」松元日奈子、「お伺いまで」小関有希、「人間をやめるとすれば冬の鵙」藤井彩加）
　SMF「くもをたがやす：トーク＆ラウンドテーブル」第2回　

SMFアートの



TAKARABUNE
EXHIBITION2022
K

U
M

O
W

O
TA

G
A

Y
A

S
U

く
も
を

た
が
や
す

表 4 表 1

http://w
w

w
.artplatform

.jp

S
M
F
ア
ー
ト
の
宝
船
展
2
0
2
2

く
も
を
た
が
や
す


